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平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【１ 結果の概要 】 学校政策課

◆ 調査の目的

（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状
況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

（２）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
（３）上記の取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

◆ 調査の概要

１ 調査実施日 平成２７年４月２１日（火）
小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年２ 対 象 学 年
中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年

３ 調 査 対 象 校（市町村立小学校２３６校、特別支援学校小学部４校）小学校：２４０
校（市町村立中学校１３２校、県立学校３校、中学校：１４０

特別支援学校中学部５校）
※ 国立・私立学校も参加しているが、示しているのは、県内の公立小・中学校、特別支援学校の結果のみである。

◆ 宮崎県の公立小・中学校の学力調査結果の概要

１ 平均正答数

○ 小学校第６学年

理科 合計教科 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数
〔問題数〕 〔14問〕 〔9問〕 〔16問〕 〔13問〕 〔76問〕

年度
〔24問〕

宮 崎 10.1 5.8 11.8 5.7 14.4 47.8

Ｈ２７ 全 国 9.8 5.9 12.0 5.9 14.6 48.2

-0.1 -0.2 -0.2 -0.2 -0.4全国との差 +0.3

○ 中学校第３学年

理科 合計教科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ
〔問題数〕 〔33問〕 〔9問〕 〔36問〕 〔15問〕 〔118問〕

年度
〔25問〕

宮 崎 24.4 5.8 23.0 6.0 12.8 72.0

Ｈ２７ 全 国 25.0 5.9 23.2 6.2 13.3 73.6

-0.6 -0.1 -0.2 -0.2 -0.5 -1.6全国との差

○ Ａ問題：主として「知識」に関する問題
身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活に
おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能
など

○ Ｂ問題：主として「活用」に関する問題
知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力などに関わる内容や、様々な課
題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容など
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２ 平均正答率

○ 小学校第６学年

合計

100%換算
年度 教科 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 合計

宮 崎 72.1 64.0 73.7 43.7 60.0 313.5 62.7

Ｈ２７ 全 国 70.0 65.4 75.2 45.0 60.8 316.4 63.3

-1.4 -1.5 -1.3 -0.8 -2.9 -0.6全国との差 +2.1

○ 中学校第３学年

合計

100%換算
年度 教科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 合計

宮 崎 74.0 64.7 63.8 40.0 51.1 293.6 58.7

Ｈ２７ 全 国 75.8 65.8 64.4 41.6 53.0 300.6 60.1

-1.8 -1.1 -0.6 -1.6 -1.9 -7.0 -1.4全国との差

◆ 宮崎県の結果の概要

本県の学力の状況を「２ 平均正答率」の表でみると、小学校はほぼ全国水準（100点換算で
-0.6点)であり、中学校は100点換算で1.4点全国平均を下回っている。
教科区分別では、小学校は、知識に関するＡ問題については、国語は全国平均を上回り、算数

は下回っている。活用に関するＢ問題については、国語、算数ともに全国平均を下回っている。
中学校は、知識に関するＡ問題については、国語は全国平均を下回ったが、数学ではほぼ全国

水準であった。活用に関するＢ問題については、国語、数学ともに全国平均を下回った。
３年ぶりに実施された理科については、小学校では全国平均水準であった。中学校では全国平

均を下回った。

※ 過年度の調査結果については 「宮崎県教育研修センター」のトップページにある 「調査・研、 、
究」の「全国学力・学習状況調査」を参照ください。

※ 調査結果は学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面であります。
「平成２７年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」より
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平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【２ 小学校国語の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校国語Ａ（１４問） 小学校国語Ｂ（９問）

※棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 国語Ａ 国語Ｂ 問題形式 国語Ａ 国語Ｂ

(53.0) (66.4) (68.6)話すこと 53.1 67.7 66.7
・ 選択式

＋0.1 ＋1.3 1.9聞くこと －

(86.0) (61.1) (73.7) (80.8)85.6 59.6 76.5 80.3
書くこと 短答式

-0.4 －1.5 ＋2.8 0.5－

(55.2) (68.1) (55.4)55.2 67.1 53.9
読むこと 記述式

±0 －1.0 1.5－

(77.2)80.5
言語事項

＋3.3

◆ 小学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

】【書くこと
○（Ｂ－３）声に出して読むときの工夫とその理由を書く問題
●（Ｂ－１）インタビューの様子の内容をまとめて書く問題
●（Ｂ－２）楽器の分担の決め方について 【楽器の分担図】を基にして書く問題、

】【読むこと
○（Ａ－７）応募のきまりを守っていないものを選択する問題

】【言語事項
○（Ａ－１）小学校第５学年までに学習した漢字を正しく書く問題
○（Ａ－２）文の型として適切なものを選択する問題

○（Ａ （Ｂ）無解答率が１問を除き全国平均より低い。）

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【３ 小学校算数の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校算数Ａ（１６問） 小学校算数Ｂ（１３問）

※棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 算数Ａ 算数Ｂ 問題形式 算数Ａ 算数Ｂ

(80.1) (42.4) (70.5) (70.6)78.0 40.5 68.2 69.3
数と計算 選択式

－2.1 －1.9 －2.3 1.3－

(71.3) (41.7) (77.3) (42.2)71.0 40.0 76.2 40.8
量と測定 短答式

－0.3 －1.7 -1.1 －1.4

(64.5) (45.6) (32.5)62.7 44.0 31.1
図形 記述式

-1.8 1.6 －1.4－

(84.9) (43.0)84.7 41.9
数量関係

－0.2 1.1－

◆ 小学校算数の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と計算】
●（Ａ－１ （8.9－0.78）の差の概算の結果として、ふさわしい数値を選ぶ問題）
●（Ａ－１）小数の加法（6.3＋0.22）の結果を、減法を用いて確かめるとき、当てはまる数

値の組み合わせを書く問題
●（Ａ－２）末尾の位のそろっていない小数の減法(6.79－0.8)を計算する問題

【量と測定】
○（Ａ－４）角の大きさを見当付けたものから、正しいものを選ぶ問題
●（Ｂ－５）長方形の面積を２等分する考えを基に、分割された二つの図形の面積が等しくな

る理由を書いたり、示された部分の面積を求める問題
【図形】
●（Ａ－５）円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形が二等辺三角形になる理由として、

最もふさわしい円の特徴を選ぶ問題
●（Ｂ－１）示された二組の道のりが、等しくなることを書く問題
●（Ｂ－３）正三角形を巻き尺でつくるために、それぞれどこの目盛りを持てばよいかを書く

問題

○（Ａ （Ｂ）無解答率が１問を除き全問題を通じて全国平均より低い。）

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの



- -5

平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【４ 小学校理科の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校理科（２４問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全
国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 理 科 問題形式 理 科

(57.4) (62.9)54.4 62.6
物 質 選択式

－3.0 －0.3

(65.6) (63.6)64.5 61.1
エネルギー 短答式

－1.1 －2.5

(61.2) (45.3)63.0 42.9
生 命 記述式

＋1.8 －2.4

(57.8)56.5
地 球

－1.3

◆ 小学校理科の設問別結果概要（全国平均との比較）

【Ａ区分-物質】
●〔3-(4)〕示された器具（メスシリンダー）の名称を書く問題
●〔3-(6)〕水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグラフから、水の温度が下がったとき

に出てくる砂糖の量を選び、選んだわけを書く問題
】【Ａ区分-エネルギー

○〔1-(5)〕電磁石の動きを利用した振り子が左右に等しく振れる導線の巻き方や乾電池の
つなぎ方について、当てはまるものを選ぶ問題
振り子時計の軸に用いる適切な金属を選び、選んだわけを書く問題●〔1-(3)〕
】【Ｂ区分-生命

○〔2-(1)〕メダカのめすとおすを見分けるための観察する部分を選ぶ問題
】【Ｂ区分-地球

●〔4-(2)〕夕方にみられる月の形と場所を選ぶ問題
●〔4-(4)〕観察した星座や雲の動きを選ぶ問題

○（Ａ （Ｂ）無解答率が２問を除き全問題を通じて全国平均より低い。）

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【５ 中学校国語の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校国語Ａ（３３問） 中学校国語Ｂ（９問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 国語Ａ 国語Ｂ 問題形式 国語Ａ 国語Ｂ

(79.7) (72.2) (75.5) (80.3)話すこと 77.6 71.7 73.5 79.1
・ 選択式

－2.1 －2.0 －1.2聞くこと －0.5

(73.6) (36.7) (76.7)69.9 36.1 75.4
書くこと 短答式

－3.7 －0.6 －1.3

(86.1) (62.6) (36.7)84.1 61.2 36.1
読むこと 記述式

－2.0 －1.4 －0.6

(72.9)71.7
言語事項

－1.2

◆ 中学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

】【書くこと
（Ａ－４）棒グラフの指示された部分の変化の内容を適切に書く問題●

●（Ａ－７）二つの回答案の構成の違いを説明したものとして適切なものを選択する問題
●（Ａ－７）要望を適切に捉え、回答案の冒頭に一文を加える問題

】【読むこと
●（Ｂ－３）文章の最後の一文があった方がよいかどうかについて、話の展開を取り上げて自

分の考えを書く問題
】【言語事項

○（Ａ－９）文脈に即して漢字を正しく書く問題（シュクシャク、アマった）
●（Ａ－９）文脈に即して漢字を正しく読む問題（詳細）
●（Ａ－９）語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う問題（口火、縁、たなびく）

○（Ａ （Ｂ）無解答率は全問題を通じて全国平均と同じか低い。）

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【６ 中学校数学の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校数学Ａ（３６問） 中学校数学Ｂ（１５問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 数学Ａ 数学Ｂ 問題形式 数学Ａ 数学Ｂ

(67.7) (63.2) (64.6) (47.9)68.2 62.1 63.7 45.9
数と式 選択式

＋0.5 －1.1 －0.9 －2.0
(63.4) (39.0) (64.2) (47.4)61.2 36.1 64.0 46.8

図形 短答式
－2.2 －2.9 －0.2 －0.6
(61.7) (30.7) (34.8)60.9 29.3 32.7

関数 記述式
－0.8 －1.4 －2.1
(63.0) (31.2)資料の 64.2 30.1

＋1.2 －1.1活用

◆ 中学校数学の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と式】
○（Ａ－１）12－2×(－6)を計算する問題
○（Ａ－２）5 を計算する問題x x－
○（Ａ－２）等式 2 5を について解く問題x－ ＝y y
●（Ａ－２）赤いテープの長さがａｃｍで、白いテープの長さの3/5倍のとき、白いテープの

長さをａを用いた式で表す。
【図形】
●（Ａ－４）垂線の作図で利用されている図形の性質を選ぶ問題
●（Ａ－５）直方体において、与えられた辺に垂直な面を書く問題
●（Ａ－７）与えられた方法で作図された四角形が、いつでも平行四辺形になることの根拠と

なる事柄を選ぶ問題
●（Ｂ－４）正方形ＡＢＣＤを平行四辺形ＡＢＣＤに変えても、ＡＥ＝ＣＦとなることの証明

を完成する問題
【関数】
●（Ａ－10）比例のグラフから、 の変域に対応する の変域を求める問題x y
●（Ａ－13）二元一次方程式 ＋ ＝３の解を座標とする点の集合として正しいものを選ぶx y

問題
【資料の活用】
○（Ａ－14）反復横とびの記録の中央値を求める問題
●（Ｂ－５）２回目の調査の方が落とし物の状況がよくなったとは言い切れないと主張するこ

ともできる理由を、グラフを基に説明する問題

○（Ａ （Ｂ）無解答率が全問題を通じて全国平均より低い。）

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【７ 中学校理科の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校理科（２４問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが
全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 理 科 問題形式 理 科

(48.9) (53.1)47.8 50.6
物理的領域 選択式

－1.1 －2.5

(56.2) (61.6)55.1 59.1
化学的領域 短答式

－1.1 －2.5

(62.2) (45.8)58.6 46.5
生物的領域 記述式

－3.6 ＋0.7

(46.4)44.1
地学的領域

－2.3

◆ 中学校理科の設問別結果概要（全国平均との比較）

【第1分野-物理的領域】
○〔5-(2)〕検流計の針が振れる理由を 「磁界」という言葉を使って説明する問題、
●〔4-(1)〕凸レンズによる実像ができるときの像の位置や大きさについて適切な説明を選ぶ

問題
●〔6-(2)〕音の高さは、空気の部分の長さに関係しているという仮説が正しい場合に得られる

結果を予想して選ぶ問題
】【第1分野-化学的領域

●〔1-(5)〕気体の発生に関係しているのが、炭酸水素ナトリウムであることを特定するため
の対照実験を選ぶ問題

】【第2分野-生物的領域
●〔7-(2)〕キウイフルーツが寒天等を分解する働きを説明した記述として適切なものを選ぶ

問題
●〔7-(2)〕背骨のある動物の名称を答える問題
●〔8-(2)〕えらぶたの開閉回数の平均値を求める理由として適切なものを選ぶ問題

】【第2分野-地学的領域
●〔2-(3)〕湿った空気が斜面に沿って上昇してできる雲について、その成因を説明した他者の

考えを検討して、誤っているところを改善する問題
●〔2-(4)〕上空を飛行中の飛行機内での菓子袋の膨らみを検証する実験について、空気を抜く

操作に対応する飛行機の状況を推論する問題
●〔3-(1)〕13時から16時の四つの気象観測の記録から、最も高い湿度を選ぶ問題

○無解答率が全問題を通じて全国平均と同じか低い。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【８ 小学校の具体的な問題例 】 学校政策課

【小学校国語】

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすることができるかどうか
をみる問題については良好な結果である。

Ａ問題
正答率 無答率一

■正答 宮崎 98.0% 0.4%
全国 97.6% 0.7%(1)

宮崎 96.6% 0.6%
全国 96.0% 0.9%(2)

宮崎 95.0% 1.4%
全国 92.5% 2.5%(3)

正答率 無答率二
宮崎 62.9% 12.8%
全国 58.4% 17.2%(1)

宮崎 80.4% 3.1%
全国 76.5% 5.7%(2)

宮崎 81.1% 3.2%
全国 74.9% 4.7%(3)

●誤答例
「 」「 」 「 」二(1) 溶 治 や 挙
と解答している

(24.3%)

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語 Ｐ16より)
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● 文章と図とを関係付けて，自分の考えを書くことができるかどうかをみる問題については課
題がある。

Ｂ問題
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■正答

正答率 無答率２ 三
宮崎 37.0% 8.6%
全国 41.6% 8.7%

●誤答例
（書き出し省略）三人とも木きんを希望し

ています。ですが、木きんは一人しかできな
いので、リコーダー①と小だいこにだれかが
一人ずつ移らなければなりません。

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語 Ｐ64より)

学習指導に当たって
図表やグラフなどを読み，効果的に用いる
○ 児童が自分の課題を解決するためには，意見を述べた文
章や解説の文章などの説明的な文章を読み，利用すること
が必要であると考えられる。このような力は，国語科の学
習のみならず，各教科等の学習や日常生活においても重要
である。
説明的な文章では，図表やグラフ，絵，写真などが用い

。 ， 、 ， ，られる場合がある この場合 筆者は 図表やグラフ 絵
写真などを用いることによって，伝えたいことを説得力を
もって伝えようとしていると考えられる。
そのためには，図表やグラフ，絵，写真などからどのよ

うなことを読み取ることができるのか，算数科等における
既習事項も踏まえ，指導することが重要である。また，身
の回りから，図表やグラフ，絵，写真などが用いられてい
る文章や新聞記事を探し，それらの資料が用いられた意図
や効果について考える指導も大切である。
ここでは，図表やグラフなどを読む際のポイントを次に

示す。
① 何を表す図表やグラフなのか
② 図表やグラフの中にあるそれぞれの情報は何を表して
いるのか

③ どの言葉や数字に注目するのがよいか
④ 注目する言葉や数字は何を意味するのか

文章と図表やグラフなどと関係付けて，自分の考えをまとめる
○ 児童が文章と図表やグラフなどと関係付けて，自分の考えをまとめるためには，図表やグ
ラフなどを読み取るとともに，文章と図表やグラフなどとを関係付けて読むことについて指
導することが必要である。具体的には，図表やグラフなどが添えられた文章を提示し，それ

， 。らを関係付けて読んだり 自分の考えを書いたりする指導を意図的に行うことが考えられる
その際，図表やグラフの内容が文章のどこに取り上げられているのか，どの程度詳しく，あ
るいは簡潔に説明されているのか，図表やグラフがあることによって文章がどのように分か
りやすくなっているのかなど，文章と図表やグラフなどとの関係やその効果を捉えることが
できるように指導することが大切である。
また，図表やグラフなどを用いる方法やその効果を理解した上で，説明的な文章を書く際
， 。 ，に 図表やグラフを効果的に用いることができるように指導することが考えられる その際
図表やグラフなどを引用した資料名を記述したり，文章の最後に，参考にした資料名などを
明記したりすることなど，他の資料などから必要な内容を引用するときの注意点について指
導することが大切である。

誤答について、
【楽器の分担図】に示された内容を読み取ることはでき
ているが 【文章】の に書かれている決めるときに、
大切なことを取り上げて書くことができていない。
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【小学校算数】

● 示された三角形が二等辺三角形になる根拠となる円の性質を，選択することができるかどう
かを見る問題については課題がある。

Ａ問題

■正答

正答率 無答率５ (1)
宮崎 46.0% 1.0%

(1) 全国 50.6% 1.6%
●誤答例
「２」を選択（22.5%)
「３」を選択（17.1%）
「４」を選択（13.0%）

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 Ｐ47より)

誤答について
円の性質と二等辺三角形の特徴を関

連付けずに、円の特徴だけに着目して
選択している。
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示された二組の道のりが等しくなる根拠として，図形を見いだし，その図形の性質を言葉と記号を用●
いて記述できるかどうかをみる問題には課題がある。

Ｂ問題
１

正答率 無答率１ (3)
■正答 宮崎 24.3% 12.7%

全国 27.7% 14.3%
●誤答例
地図に平行四辺形があ

ることのみを解答
（22.1%）

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 Ｐ67より)

誤答について
平行四辺形を見いだすことはできているが、示された情報と図形の性質

を関連付けて記述できていない。
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【小学校理科】

● 顕微鏡の適切な操作方法を身に付けているかどうかを見る問題には課題がある。

Ａ問題
２

正答率 無答率２

宮崎 38.3% 1.0%
(4)

全国 37.9% 1.0%
●誤答例
１と解答（22.6%）
４と解答（34.4%)

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校理科 Ｐ42より)

誤答について
顕微鏡の焦点を合わせる
、 、には 鏡の向きを調節したり

対物レンズを違う倍率にした
りすればよいと考えており、
適切な操作方法を十分に理解
していない。
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● 析出する砂糖の量について分析するために、グラフを基に考察し、その内容を記述できるか
どうかを見る問題については課題がある。

Ｂ問題 ３

正答率 無答率３

宮崎 26.3% 5.0%
(6)

全国 28.9% 5.7%
●誤答例
「３」と解答（31.8%）

グラフを見て５℃のとき
は185ｇと書いてあるか
ら。等

■正答

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校理科 Ｐ60より)

誤答について
物が水に溶ける量は水の温度によっ

て違うことは理解できているが、冷や
すことで析出する砂糖の量と、その温
度で溶ける砂糖の量との区別ができて
いない。

学習指導に当たって
析出する砂糖の量について、グラフを基に考察して分析するためには、水に溶ける量の変化と

その要因となる温度とを関係付けて考えることが重要である。
、 、 、指導に当たっては まずは 水の温度を上げながらミョウバンなどが溶けていく様子とともに

温度を下げながら析出する様子をじっくりと観察する場面を設定することが重要である。水溶液
を冷やすことで溶かした物が結晶となって水溶液中から見えてきたり、水溶液の温度が上昇する
ことでその結晶が見えなくなったりするということを繰り返し観察し、実感を伴って理解するこ
とが大切である。
また、結晶が見えたり、見えなくなったりする現象がどのくらいの温度で起こるのかという問

題をもち、溶解や析出の様子と温度の変化とを関係付けながら実験を行うことが大切である。例
えば、本設問のように、水に溶けている砂糖の量を電子てんびんなどを用いて可視化し、析出す
る場合も含めて水の温度に伴って溶けている砂糖の量の変化をおおむね捉えられるようにするこ
とが考えられる。その際、予想の場面で 「１０℃まで温度を下げれば、今の２倍くらいのミョ、
ウバンが出てくるはずだ 」などと析出する量を予想したり、考察の場面では、溶ける量と温度。
とを関係付けて実験結果を分析したりするなどして、予想や考察を具体的な数値と結び付けなが
ら考え、溶ける量や析出する量がどのように変化するのかを捉える学習活動が考えられる。
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ア １

イ ４

ウ ３

エ １

オ ３

カ ２

平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【９ 中学校の具体的な問題例 】 学校政策課

【中学校国語】

● 語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことができるかどうかみる問題（イ・エ・オ）
には課題がある。

正答率 無答率Ａ問題 ９ ■正答 三９

宮崎 97.5% 0.4%
ア

全国 97.6% 0.5%
宮崎 50.8% 0.9%

イ
全国 55.5% 0.9%
宮崎 85.8% 0.6%

ウ
全国 84.1% 0.7%
宮崎 64.2% 0.7%

エ
全国 70.8% 0.8%
宮崎 44.1% 0.6%

オ
全国 49.0% 0.7%
宮崎 86.7% 0.8%

カ
全国 86.9% 0.9%

●誤答例
イ 「１」 （27.4%）
エ 「２」 （20.0%）
オ 「４」 （29.0%）

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校国語 Ｐ54より)

誤答について
イ 「口火を切る」という慣用句の意味が理解でき
ていない。
エ 「縁の下の力持ち」ということわざになじみが
なかった。
オ 「たなびく」という語句の意味を実際の様子と
結びつけて理解できていない。
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● 文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確にして自分の考えを書くことができるかどうか
をみる問題には課題がある。

Ｂ問題 ■ 正答例

正答率 無答率３

宮崎 29.2% 10.3%
三 全国 31.1% 11.2%
●誤答例
条件２の不足(56.7%)

・最後の一文はあった方がよ
いと思います。なぜなら、そ
の文があることによって読む
人の想像が広がるとともに怖
さを感じることができ、とて
も印象深くなるからです。

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校国語 Ｐ79より)

誤答について
最後の一文があった方がよいか、ない方がよいかに

ついて、自分の考えとその理由は書けているが、話の
展開を取り上げて書くことができていない。
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3

5
a

【中学校数学】

● 数量の関係を文字式に表すことができるかどうかをみる問題には課題がある。

Ａ問題 ２ ■正答

正答率 無答率２

宮崎 18.7% 6.3%(2)
全国 22.2% 9.0%

●誤答例

（ ）と解答 57.9%

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校算数 Ｐ34より)

3

5

誤答について
「倍」という表現が含まれることから、

× (cm)と立式した生徒がいるとａ

考えられる。
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● 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるかどう
かを見る問題には課題がある。

Ｂ問題

■ 正答例

正答率 無答率５

宮崎 20.0% 27.1%
(2)

全国 23.3% 29.7%
●誤答例
落とし物が0個の学級が

あるため平均値が下がっ
たけれど、24個の学級は
増えているから。(39.1%)

(平成27年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校算数 Ｐ129より)

誤答について
「誤った数学的根拠を記述しているもの。または、優香さんが作ったグ

ラフを根拠としているが、グラフの読み取りに誤りがあるもの 」の反応。
率が、３９．１％である。誤答例に示したような解答をした生徒は、グラ
フからの読み取りにおいて、階級の解釈を誤っていると考えられる。
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【中学校理科】

● 数量の関係を文字式に表すことができるかどうかをみる問題には課題がある。

Ａ問題 ■ 正答

正答率 無答率１

(1) 宮崎 79.4% 0.1%
化学式 全国 79.6% 0.3%
●誤答例
「ウ」を選択（10.3%）
(1) 宮崎 44.6% 13.2%
濃度 全国 45.0% 17.6%
●誤答例
塩化ナトリウムの質量
５ｇ、水の質量100ｇと
解答（3.6%）

(平成27年度全国学力・学習状況
調査 報告書 中学校算数 Ｐ26
より)

誤答について
溶解度が水100ｇに溶

ける物質の質量であるこ
とと混同して、質量パー
セント濃度についても水
溶液の質量ではなく、水
の質量に対する溶質の質
量の割合と誤って捉えて
いることが考えられる。
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○ 雲の成因に関する知識を活用して、資料を基に他者の考察を検討して改善し、水の変化と関
連付けて雲の成因を正しく説明することができるかどうかをみる問題には課題がある。

Ｂ問題

■正答例

正答率 無答率２

宮崎 13.1% 4.6%(3)
全国 14.5% 6.7%

●誤答例
イ、ウを選択

上昇した空気の塊が膨張し、
温度が上がる （40.8%）。

(平成27年度全国学力・学習状況 調査 報告書 中学校算数 Ｐ43より)

誤答について
空気の体積と気温の関係を理解できていないと

考えられる。
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平成２７年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【１０ 児童の学習状況の概要 】 学校政策課

【 小学校 】◆ 宮崎県が全国平均を上回る主な質問について

児童質問紙について本県と全国の状況を比較し、肯定的な回答（ 当てはまる 「どちらかとい「 」、

えば当てはまる ）をした児童の割合が、全国平均を上回る主な質問を示してあります。」

質問
内 容 宮崎 全国 差

番号

１１ 普段(月～金)、１日当たりのテレビゲームの時間が１時間以下 53.7 45.3 8.4

１３ 学校の授業以外に、普段(月～金)、１日当たり１時間以上勉強する 75.8 62.7 13.1

１４ 学校が休みの日に、１日当たり２時間以上勉強する 37.9 24.5 13.4

１７ 学校の図書室や地域の図書館へ週１回以上行く 26.8 17.6 9.2

２０ 家で、自分で計画を立てて勉強をしている 69.8 62.8 7.0

２２ 家で、学校の予習をしている 51.3 43.4 7.9

２３ 家で、学校の復習をしている 76.6 54.5 22.1

２７ 今住んでいる地域の行事に参加している 71.9 66.9 5.0

４２ 授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていた 81.9 75.3 6.6

４３ ノートには，学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いていた 94.4 87.1 7.3

５８ 算数の勉強は好き 74.0 66.6 7.4

７３ 74.6 69.3 5.3理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える

７６ 60.6 54.9 5.7理科の授業で，自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりする

８１ 73.1 67.1 6.0理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返える

◆ 児童質問紙の結果概要（全国平均との比較）

○ 全体的にどの質問に対しても肯定的に答えている児童の割合が高い。

「 」「 、 、 、 」 、 。○ 家での学習時間 家で 計画を立てて勉強 予習 復習 など 全国平均を上回っている

○ 教科については、肯定的な意見が多く、特に理科の授業に関しては、全国平均に対して高い

割合である。

● 昨年度に引き続き、新聞を週１回以上読んでいると回答している児童の割合は、全国平均を

下回っている。

● 国語、算数のＢ問題及び理科の解答時間は十分であったと回答している児童の割合は、全国

平均を下回っている。
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宮崎県の調査結果
【１１ 生徒の学習状況の概要 】 学校政策課

【 中学校 】◆ 宮崎県が全国平均を上回る主な質問について

生徒質問紙について本県と全国の状況を比較し、肯定的な回答（ 当てはまる 「どちらかとい「 」、

えば当てはまる ）をした生徒の割合が、全国平均を上回る主な質問を示してあります。」

質問
内 容 宮崎 全国 差

番号

１１ 普段(月～金)、１日当たりのテレビゲームの時間が１時間以下 49.6 42.0 7.6

普段(月～金)、１日あたりの携帯・スマ－トフォンでの通話・メー
１２ 60.3 52.1 8.2ル・インターネットの時間が１時間以下

１３ 学校の授業以外に、普段(月～金)、１日当たり１時間以上勉強する 78.7 69.0 9.7

１４ 学校が休みの日に、１日当たり２時間以上勉強する 56.8 41.7 15.1

１９ 93.6 83.4 10.2家の人(兄弟姉妹を除く)は、授業参観や運動会などの学校の行事に来る

２１ 家で、学校の宿題をしている 94.5 89.3 5.2

２３ 家で、学校の授業の復習をしている 76.0 52.0 24.0

２８ 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある 61.7 55.9 5.8

３６ 80.7 74.6 6.1総合の授業で学習したことは、普段の生活や社会に出たときに役に立つと思う

４２ 授業の最後に、学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う 64.9 59.3 5.6

４３ ノートには、目標（めあて・ねらい）とまとめを書いていた 80.1 73.7 6.4

６４ 78.4 72.5 5.9数学の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つと思う

７８ 観察や実験を行うことは好きですか 86.1 80.1 6.0

◆ 生徒質問紙の結果概要（全国平均との比較）

○ 全体的にどの質問に対しても肯定的に答えている生徒の割合が高い。

○ ３教科とも、その教科の勉強が「大切」と回答している生徒の割合が高い。

○ 「家での学習時間 「家で、学校の授業の復習、宿題」など、全国平均を上回っている。」

○ 「自分にはよいところがある 「将来の夢や目標を持つ」など、全国平均を上回っている。」

● 新聞を週１回以上読んでいると回答している生徒の割合は、全国平均を下回っている。

● 「家で予習をしている」は、全国平均を下回っている。

● 国語、数学、理科の全ての問題において解答時間は十分であったと回答している生徒の割合

は、全国平均を下回っている。


